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1　は　じ　め　に

パラは定植すると，5～6年は継続栽培するので，深耕

や有機物の施用等土壌改良に努めるとともに，基肥は窒素

5～6kg，リン酸7～8kg，加甲4－5kg程度は必要と

されているが，品種ごとの施肥基準はない。

品種ごとの養分吸収量は大川l），千垂暖地園試2’等の報

告がある。しかし，品種の変遷や栽培条件等も異なり，東

北地方に適する冬切り型栽培用品種として，農家からの要

望もあり，品種に見合った合理的な施肥法を確立するため，

28品種を栽培した中から有望と思われる数品種の崖分吸収

量について検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　園試ガラス温室（最低温度15℃確保）

（2〉　供試品種　ソニア（ピンク系），キャラミア（赤系）

を対照品種として，計10品種

（3）試験規模　ベッド幅80cm，通路70cm，株間25cm，

条間30cmの2条植え（5．33珠／d）

（4）土壌条件　細粒褐色森林土．CEC24．5meq，PH4．9

ECO．47ms／cm，NO，－N20．6mg．石灰飽和度66．0％，

苦土／加里1．3，塩基飽和度91．8％

表1品種別・部位別養分含量（乾物％）

（5）施肥　油柏，魚机骨粉と液肥（10－8－4）をa

当り成分迫で窒素15．0g，リン敵8．0kg，加甲6・8kgを施用

（6）調査方法10月中旬に切花良25cm以卜のものにつ

いて黄，枝，叢に分け，乾燥後，粉砕し分析に供した。

17）分解方法　ブロックダイジェスターを用い，サン70

ル0．5gに対し，サリチル硫酸4mlを加え1枚放置した0

分解を促進するために過酸化水素水を適宜加え，330℃ま

で温度をしけた。放冷後，100mlにフィルアップし．測定

に供した。

（8）測定方法　NとPは分解液を直接自動比色法で，K．

Ca，Mgは10倍に希釈し，常法により炎光並びに原子吸光

法によった。

3　試験結果及び考察

宮城県では表1の品種中，花色や採花本数．病害虫等か

ら冬切り型栽培で，トポネ，ローテローゼ，ルーレット，

ァリアンナ，ダーリンの5品種を有望品種として栽培農家

に指導しているが，無機成分含有率を品種別・部位別にみ

ると，いずれの成分も品種により多少の差はみられたもの

の明瞭ではなかったが，部位別では糞が多く，次いでCa

を除き，花が多かった。

品　　 種 花　 色
N P 2 0 5 K 2 0 C a O M g O

糞　　 枝　　 花 葉　　 枝　　 花 糞　　 枝　　 花 斐　　 枝　　 花 葉　　 枝　　 花

ソ　　 ニ　　 7 ピ ン ク

赤

4 ．4 5 1 ．4 2　 3 ．2 0 1 ．0 7　 0 ．8 6 1．0 3 3 ．3 1 2 ．4 9　 3 ．78 3 ．1 7　 0 ．7 4　 0 ，4 5 0 ．5 9　 0 ．33　 0 ．4 3

ト　　 ポ　　 ネ 4 ．19 1 ．4 5　 2 ．6 7 1 ．0 1 0 ．6 4　 0 ．9 0 3 ．3 4 1 ．8 4　 2 ．8 3 2 ．5 9　 0 ．6 9　 0 ．6 3 0 ．6 1 0 ．3 2　 0 ，4 0

ド　 ロ　 レ　 ス 4 ．5 9 1 ．4 7　 3 ．2 2 1 ．0 1 0 ．7 4 1 ．0 6 2 ．9 9　 2 ，4 5　 3 ．0 2 2 ．9 1 0 ．7 2　 0 ．5 5 0 ．5 8　 0 ．30　 0 ，5 1

カ ー ル レ ッ ド 4 ．0 0 1 ．7 9　 2 ．3 8 0 ．8 2　 0 ．7 3　 0 ．6 8 2 ．9 2 1 ，7 7　 2 ．5 6 2 ．6 9　 0 ．7 4　 0 ．3 9 0 ．4 9　 0 ．28　 0 ．3 2

キ ャ　 ラ　 ミ　ア 3 ．9 9 1．3 4　 2 ．2 0 0 ．9 7　 0 ．7 8　 0 ，6 8 2 ，9 0 1 ．9 3　 3 ．0 6 2 ，2 9　 0 ，7 5　 0 ．3 4 0 ．5 0　 0 ．2 7　 0 ．3 2

ロ ー テ ロ ー ゼ 3 ，8 7 1．4 0　 2 ．3 8 1．0 8　 0 ．7 5　 0 ．6 7 2 ．8 1 2 ．2 0　 2 ．8 0 2 ．7 2　 0 ，7 5　 0 ．3 9 0 ．6 1 0 ．2 7　 0 ，3 7

ル ー　 レ　 ッ ト オ レ ン ジ 4 ．13 1．5 6　 2 ．8 5 0 ．9 3　 0 ．7 2　 0 ．8 0 3 ．7 3　 2 ．17　 2 ．9 8 2 ．7 2　 0 ，5 7　 0 ．4 9 0 ．5 5　 0 ．2 6　 0 ，3 9

ア リ　 ア　 ン ナ ク リ ー ム 3 ．7 7 1 ．4 7　 3 ．0 3 0 ．9 4　 0 ．7 6　 0 ．9 1 3 ．7 5　 2 ．7 5　 3 ．3 9 2 ，餌　 0 ．7 4　 0 ．4 6 0 ．5 6　 0 ．3 4　 0 ．4 2

ダ　 ー　 リ　 ン 4 ．2 8 1 ．3 9　 2 ．9 6 1 ．0 9　 0 ．8 2　 0 ．9 0 3 ，3 1 2 ．4 6　 3 ．0 7 3 ，3 0　 0 ，9 1 0 ．6 5 0 ，6 7　 0 ．3 2　 0 ．4 2

カ ル ナ ー ′ヾ ル 倭　　 輪 4 ，0 2 1 ．2 1 3 ，3 1 1 ．0 3　 0 ．7 2　 0 ．9 8 3 ．8 0　 2 ．7 0　 3 ．7 7 3 ．1 5　 0 ．7 7　 0 ．5 4 0 ．5 2　 0 ．3 4　 0 ．4 4

これらの含有率を千葉暖地園試のものと比較すると，慮

大値と平均値でみるかぎり，N，P205，MgOははば一致

したが，CaOでは花は大差がなかったが．薫と枝は1．5～

2倍以上高い結果となった。また，K20も菓・枝・花と

も高い結果であった。この理由については明らかではない

が，土壌養分状態，地域性等の違いが考えられる。

表2は品種別無機成分吸収長かこついてみたものである0

採花本数はアリアンナの55．2本／株からキャラミ了の21・7

本／株までかなり違いがあった。また，25cm以上の一本

当り切花垂もドロレスの34．3gからキャラミアの17．4gの帖

があった。そのため，吸収量はソニ7，トポネ．ドロレス

が多く，キャラミアが崩も少ない結果となった。アリアン
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ナは採花本数は多かったものの切花垂は軽く，吸収量は両

者の中間であった。肥料の利用率を窒素50％．リン酸20％，

加里70％とすると，吸収星の多い品樺はa当り窒素9－11

kg，リン酸7－8厘，加甲7－8kgの施肥量となり，少

ない品種では窒素3kg．リン敢2kg，加里2kg程度で間

に合う計算になるが，土壌中の残存差分を調奄していない

ので，この点は今後に残された問題である。

表3は窒素を100とした時の吸収量比を分析点数の平均

でみたものであるが，品種の変遷，土壌養分の違い等によ

り大川のものに比べ，リン酸，加里，石灰は多くなり，苦

土は大差ない結果となった。

蓑2　バラ切花の品種別養分吸収畠（d当り）

［コ
ロロ 種 慧慧重さ水分　N P205K20CaO MgO

体／′株圧g／村（％）（ ）　l ）　（ ）　（ ）（g）

ソ　　ニ　　ア

ト　　ポ　　ネ

ト　ロ　レ　ス

カールレッド

キ　ャ　ラ　ミ　ア

ローテローゼ

ルー　レ　ット

アリ　ア　ンナ

ダ　ーリ　ン

カルナー′ヾル

43．0　26．9　79．8　45．4　14．4　45．4　25．7　　6．8

48．2　27．6　79．7　53．5　15．5　53．5　28．7　　8，5

35．5　34．3　80．3　44．9　14．3　44．9　24．9

26．4　20．8　75．0　24．3　　6．4　24．3　12．5

21．7　17．4　75．8　14．7　　4．5　14．7　　6．9

34．2　20．0　78．9　24．5　　7．7　24．5　13．2

29．9　24．4　78．3　31．8　　8．8　31．8　16．3

55．2　17．5　78．8　36．3　11．1　36．3　20．0

33．7　19．6　80．0　26．8　　8．4　26．8　17．2

43．3　20．9　82．9　32．6　10．1　32．6　18．6

1
　
2
　
1
　
0
　
4
－
9
　
4
　
8

7

　

3

　

2

　

4

　

4

　

5

　

4

　

4

表3　Nを100とした時の吸収量比

分 析 場 所 分析点数 分析年度 P I O 8　 K ℡O　 C a O　 M g O

宮　 城　 凶　 試 10 1990 30．2　 100．2　　 55．0　　 15．3

千葉暖地 閲読 29 1983 27．6　　 93．8　　 29．1　 15．7

大　　　　 川 5 1970 11．4　　 56．8　　 37．9　 17．1

注。大川の数値は著者が計算した。

4　ま　と　め

川　部位別の含有率ではいずれの成分も黄が最も多く，

窒素を100とした時の吸収星比はリン酸30，加里100，石灰

55，苦t15程度であった。

（2）10品種の切花長25cm以上の養分吸収量を調べた結

果ソニ7，トポネ，ドロレスが多く，a当りの施肥量は窒

素9－11kg，リン酸7～8kg，加里7～8kgとなった0

（3）他の品種ではアリアンナが多かったが，採花本数は

多かったものの切花垂は軽く，吸収量はトボネの7割程度

であった。
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